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・ 22日に発表された昨年10-12月期の英国の実質ＧＤＰ成長率の改定値は前期比＋0.4％、同年率＋1.6％

と、速報段階の同＋0.5％、同年率＋2.0％から下方修正された。7-9月期が速報値：同＋0.4％→改定

値：同＋0.5％が小幅上方修正された一方、1-3月期が同＋0.3％→同＋0.2％が小幅下方修正され、

2017年通年では＋1.8％→＋1.7％にやや下方修正された。 

・ 新たに発表された需要項目別の内訳は、個人消費（7-9月期：同＋0.4％→10-12月期：同＋0.3％）、

政府消費（同横這い→同＋0.6％）、公共投資（同▲1.7％→同＋5.6％）、住宅投資（同＋1.8％→同

＋0.6％）が成長を後押し。民間設備投資（同＋0.9％→同横這い）と在庫投資寄与度（同＋0.4％ポイ

ント→同横這い）が横這い。純輸出寄与度（同▲0.2％ポイント→同▲0.5％ポイント）が下押し。 

・ 同期の成長は公的需要が牽引。名目雇用者報酬（同＋0.6％→同＋0.5％）の伸びが消費デフレータ

（同＋0.3％→同＋0.7％）の伸びに追いつかず、実質雇用者報酬（同＋0.3％→同▲0.2％）は４四半

期振りにマイナス圏に転落。賃金を上回る物価上昇が消費抑制に働いている。民間設備投資の低迷は、

ＥＵ離脱を巡る不透明感やエネルギー価格の上昇が影響した可能性がある。輸入の拡大が続くなか、

輸出が３四半期振りに下落。過去４四半期のうち３回、外需は成長の足枷となっている。 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質

ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需
個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入

投資

15/10-12月期 1.4 2.9 (4.6) 1.8 ▲ 1.4 0.5 (3.7) (▲ 1.6) 7.6 13.3

16/1-3月期 6.0 0.8 (2.8) 2.8 3.9 3.0 (▲ 7.0) (▲ 1.9) ▲ 5.9 0.9

16/4-6月期 4.8 1.9 (0.1) 4.2 ▲ 1.0 8.2 (▲ 11.3) (1.9) 11.7 4.1

16/7-9月期 4.5 2.2 (8.0) 3.2 0.1 4.4 (0.2) (▲ 5.8) ▲ 7.0 13.9

16/10-12月期 5.3 3.0 (▲ 4.0) 1.1 0.1 2.7 (▲ 7.9) (7.0) 22.6 ▲ 3.9

17/1-3月期 3.2 0.9 (2.2) 1.5 ▲ 0.3 3.1 (▲ 2.0) (▲ 1.2) ▲ 0.0 4.2
17/4-6月期 3.1 1.1 (▲ 0.3) 1.0 1.6 4.8 (▲ 7.6) (1.3) 7.1 2.1

17/7-9月期 3.4 2.0 (3.0) 1.5 ▲ 0.0 2.9 (▲ 1.4) (▲ 1.0) 0.8 4.1

17/10-12月期 2.8 1.6 (3.7) 1.3 2.3 4.4 (▲ 4.4) (▲ 2.1) ▲ 0.8 6.3

出所：英統計局  


